
11月14日（火）、JR連合・航空連合・サービス連合の３産別で、
連合の村上陽子副事務局⾧をはじめとする政策担当者を尋ね、
コロナ禍における３産別による一連の政策要請経緯や運動面も
含めた成果・課題と、今後に向けた教訓について意見交換をおこ
ないました。航空連合の⾧谷川事務局⾧は、水際対策に関連して、
航空関連産業の現場が、二転三転する対策により混乱したことを
踏まえ、世界各国と一定程度、足並みを揃えることや、緩和時に
一定の基準を設ける必要性について言及しました。
今回、３産別でとりまとめた内容を踏まえ、引き続き、航空

連合として政策実現に取り組んでいきます。
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連合・村上陽子副事務局⾧（前列右から２人目）をはじめとする政策担当者（前列４名）
と３産別からの出席者（後列６名・右から3人目が航空連合・⾧谷川事務局⾧）


